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danceandthelndiantraditionaidance・Ｔｈｅｄａｎｃｅｍｏｔｉｏｎｏｆａｒｍａｎｄ］egmuscleswere

electromyographica]lyexamined・Thesubjectsusedintheexperimentwereoneprofession‐

aldancerofRyukyuandanceandoneprofessionaldancerofIndiandance・Thesubjects

performedthesamemotionsineachdances・AndEMGrecordingsweremadewith8chan‐

I1elelectroencephalographutilizingsurfaceelectrodes，１０ｍｍｉｎｄｉａｍｅｔｅｒ・

TheresultsobtainedweresummarizedasfaIlows：

1）Ｔｈｅｄｉｓｃｈａｒｇｅｐａｔｔｅｒｎｏｆｔｈｅａｒｍｍ・variedbetweeｎｔｗｏｄａｎｃｅｓ．Ｍ・Bicepsbrachii

andM・flexorcarpiuInariswereusedinRyukyuandance，ａｎｄＭ・Bicepsbrachii，Ｍ・

flexorcarpiulnarisandM・brachioradialiswereusedmlndiandance・Theseshowedthat

thereweresomedifferenciesofscrewlikemovingofwristsandbendmovingoffingersin

twodances、

2）ThedischargepatternoflegsmwereveryregularintheRyukyuandance，andwere

irregularinthelndiandance．
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おり、したがって、舞踊動作は、舞踊言語として手話的

コミュニケーションによる舞踊表現であるとみることが

でき、作品はゼスチュアとマイムによる物語的舞踊の展

開をするという特色としてとらえることができる。

琉球舞踊は題材Uや内容、舞踊動作は、材鐇的ではなく、

人々の愛や力を象徴したものが多く、インド舞踊にみら

れるように咄指の形"に１A意味〃をもたせない。舞踊動作
は舞踊言語としてのサインやシンボルではない。したがっ

て、ゼエスチュアやマイムによる物語的な舞踊展開がな

く、手話的動作によるコミュニケーションとして表現さ

れる舞踊ではないという点で、両者の大きな表現性（象

徴性）の特徴と相異点があるととらえられよう。

舞踊は、身体を素材とし、身体の連動を媒材として表

現されるものであり、特に、舞踊動作(手振り、足どり）

は、民族特自の特性をもつことから、本稿では、身体の

おりなす舞踊表現運動（舞踊動作）の表現リズムを、肉

体〃がどのように現わしていくかをみることである。

ここでは、特に、舞踊作品の内容や展開にこだわらず、

両者とも、男女二人組で（デュエット）踊るもの、軽快

で明るく速度のはやい踊りであるという共通点をもつ舞

踊の中から、特色ある動作（手振り、足どり）のほぼ類

似した形態性をもつものを抽出して、これらの動作の筋

放電パターン結果から、各舞踊動作の表現リズムの傾向

性をみる手がかりを得ようとするものである。

はじめに

舞踊表現運動、動作、動き（Dancemovcment，
Dancemotion，Dance3esture）は、民族音楽

（Folksong）とと８に各地方の民族特性をもつこと

は周知のことである。それは、その地方の地理的条件、

環境条件、歴史的背景、気候、風俗風習、言語や宗教、

衣装、歌などと直接関わりあい、生活事象や生活現象な

どが人々の舞踊、音楽に対する態度をつくりあげており、

生活と結びついた人から人への伝承性という特性をもっ

ている。そしてまた、民族舞踊は、自然発生的であり、

素朴で郷土色をもち、風土と生活感情が内容となってい

ることも特色としてあげることができよう・

鍾踊動作（手振り、足どり）を身体運動の文化的側面

でとらえるとき、琉球舞踊やインド舞踊の諸励作がどの

ような表現的リズムの特性をもっているかを検討するこ

とは、舞踊各々の民族特性をとらえる上で重要な課題の

ひとつであると思われる。

これまで、ＳＤ法と因子分析法を併用して、舞踊作品

の鑑賞栂造による舞踊および舞踊作品の特性をみてきた

（金城１９７２～1976)。また、琉球舞踊作品の構造を

分析し、運動形態性（動作）をみることで、表現の特質

性を検討した（金城1976～1977）。

本稿は、舞踊動作を分節的にとらえ、ＥＭＧ（筋放電）

パターンをみることにより、琉球舞踊動作とインド舞踊

動作の表現的リズムを検討することを目的としている。

琉球舞踊とインド舞踊については、その動作（手振り

・足どり）力形態的に非常に類似した傾向をもち、共通

点も多いことが述べられているようである。例えば､指

や手首を曲げる動作瓜手をこれる"、足裏で床を踏みなら

す咽足どり〃、咽膝を曲げて歩く〃､１A膝を曲げて上げる

動作"､重心を低くして下降性で安定感がある、空中へ飛

び上る咽跳躍動作"が少ない、等の特徴があげられる。

すなわち、西洋舞踊の伸展性、旋回性、上昇性に対して、

東洋舞踊の屈曲性、下降座歩行性という動作の特性が、

両者の共通した舞踊表現の特質としてみられる。

榊原7)は、「インド舞踊は題材も、人物も、また一つ

一つの動きそのものも、その根底は宗教にある。インド

教に説かれている神々と神話の中の神々について理解し

なくてはならない｡」とインド舞踊について述べている。

ところでインド舞踊は、神話の中における神秘的内容をも

ち、しかも手振り動作､特に、WS指の形"に剛意味〃をもた

せ、サインおよびシンボルとしての象徴性力強調されて

研究方法

1．対象：琉球舞踊およびインド舞踊について上級者各

１名を対象とした。

2．動作の種類：琉球舞踊「島尻天111」、（shimajiri

amaka）「シャムの太鼓」・「シバ神の踊り」から、

3手鶏鰯鱸ｌｌｉｉ:iiWWl潟writi篭D
recoderを用い、動作分析の指標として、被験者の

右側上・下肢筋群について、表面電極法で導出した。

誘導筋肉は次の通りである。

上肢：上腕二頭筋（Ｍ、bjcepsbIachii)、上腕三

頭筋（Ｍ，tricepsbrachii）、尺側手根屈筋(Ｍ・

flexorcorpialnaris）総指伸筋（Ｍ・brachio-

ra団ams）

下肢：大腿直筋（Ｍ､Rectusfemoris）、大腿二頭

筋（Ｍ、bicepsfemoris）、前脛骨筋（Ｍ・ante-

riortibmI）、腓腹筋（Mogastomcnemius）

4．フイルム収録：８UI秘および35,8撮影機で動作像を

収録した。

5．実験期日：１９７９年５～６月注１）多用途計測議録装固生体電気用アンプＡＢ－

620ＧＮＩＨＯＮＫＯＨＤＥＮ
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結果と考察

1筋放電（ＥＭＧ）パターンについて

琉球舞踊動作とインド舞踊動作の筋放電パターンの結

果を図１～１７，図１８～２８に示す６
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Fig.２両手こねり足拍子（f）

（ｆ：女動作）

上肢筋群では、初めに上腕二頭筋

の放電が現われ、弱くなると尺側手

根屈筋が働き、図１にみられるような、

前者との同時開始放電がみられない。

なお、下肢筋群については、図１と

同様に、腓腹筋→前脛骨筋→大腿二

頭筋へと追次して放蝋が現われ、図

１で示された腓腹筋と前脛骨筋の拮

抗的放電がみられず、腓腹筋と同期

して前脛骨筋の放電が現われている。

Fig.１両手こねり足拍子ｏｎ）

（ｍ：男動作）

上肢では、主として、上腕二頭筋

と尺側手根屈筋が働いている。また、

下肢筋群では、腓腹筋→前脛骨筋→

大腿二頭筋→大腿直筋へと順を追っ

て短い放電が動作の始めに起り、尺

側手根屈筋の放電が途中止む時期に

腓腹筋の強い放電があり、大腿直筋

が、ややそれに準ずる。その後、前

脛骨筋が作用し、Ｗ鱸筋と拮抗的に

働いている。

－６３－
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Ｍ・biceps，brach・Ｒ

Ｍｔｒｉｃｅｐｓ･ｂｒａｃｈ･Ｒ

Ｍｆｌ感ｃａｒｐｉｕｌｎ・Ｒ

Ｍ･brachioradialis･Ｒ

Ｍ･ｒｅｃｔｕｓ・ｆｅｍ･Ｒ

Ｍ・biceps・ｆｅｍＲ

Ｍ，ｔｉｂｉａｌ･ａｎｔ、Ｒ

Ｍ･ｇａｓｔｒｏ･ｃｎｅ・Ｒ

Ｆｉｇ．３右手こねりおろし（、）

上腕二頭筋の放璽時と休止時が現われ，比較的弱い持続放電を示す尺側手

根屈筋は上腕二頭筋の休止時にやや強く放電している。下肢筋群については、

大腿筋群の働きはほとんどみられず、むしろ下腿筋群が作用し、臘賊筋にお

いては、一定のリズムで瞬発的に放電を示しているのが特長である。
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Fig.４両手こねり横開き（、）Ｆｉｇ．５ 両手こねり横開き (f）

図4の男動作の結果とほとん

ど似た筋放電パターンを示し

ている。

上肢筋群において､上腕二頭

筋と尺側手根屈筋が同時的か

つ拮抗的に作用して、上腕二

頭筋の休止前に、短くやや強

い放電が総指伸筋に現われて

いる。一方、下肢筋群では、

前脛骨筋とW髄筋が主として

働き、かつ拮抗的に放鬮を示

している。
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Fig.６両手こねり左右移動（、）師９．？両手こねり左右移動（f）

上腕二頭筋の強い放電が初

めに起り、休止をしてその後

持続的放電を示す。さらに、

総指伸筋もほぼそれに準ず

る。また上腕二頭筋の休止時

から尺側手根屈筋が強く作用

しはじめる。一方、下肢にお

いては、最初Hj賦筋に強い放

電があり、その後一定リズム

で単発的放電が現われている。

図６の男に比べ、全体的に

筋放電が弱い。さらに､上肢筋

群の尺側手根屈筋と総指伸筋

においては放電パターンが異

なり、図６でみられる尺側手

根屈筋の強い放電はなく、比

較的弱い持続放電を示してい

る。また、総指伸筋において

は、図６の男ほど作用してな

い。－万、下肢筋群は、ほぼ

図６にみられたパターンと似

た放電密示す。
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Fig.８片手向こねり（、） Fig.９片手㈲こねり（f）

上肢筋群については、図１，

２（両手こねり足拍子）とほ

ぼ似た筋放電パターンを示し

ている．一方、下肢筋群では、

各筋がほぼ同じ一定の間隔で

放電があり、さらに、わずか

に時間をずらして、腓腹筋→

前脛骨筋→大腿二頭筋→大腿

直筋へと放電にずれのあるパ

ターンを示している。

図８に比べて、上肢筋群の

放電がやや弱く、放電パターン

はほぼ似ている。しかし、図

８にみられる勤作開始時の尺

側手根屈筋の放鬮が図９では

みられない。下肢筋群におい

ては、時間、放電の強さ共に

類似したパターンを示してい

る。
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(f）

同じ動作の図１０に比べて、

上・下肢筋群とも多少異って

いる。上肢においては、上腕

二頭筋の放電が初めに現われ、

放鰯力壮むと今度は、尺側手

根屈筋の強い放電が代行して

現われる。上肢では、これら

の二筋が主に働いている。下

肢筋群では、前脛骨筋のみが

やや強く放電を示している。

上肢筋群に式定､上腕二頭

筋および尺側手根屈筋に持続

的放鰹が現われ、総指伸筋が

動作の前半は、上腕二頭筋に

同期かつ類似したパターンを

示している。下肢筋群では、

主に、大腿直筋と前脛骨筋が

関与し、図１，２と同じ足拍

子動作にもかかわらず、放電

パターンが異なり、下腿では

前脛骨筋だけが放電を示して

いる。
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Fig.１３右足あげ足首曲げ伸し

右まわり（ｆ）

Fig.１２右足あげ足首曲げ伸し

左まわり（、）

図12と同概上腕二頭筋

と尺側手根屈筋に弱い持続

放電がみられ、放電の強さ

はほほ同じである。下肢筋

群では放電パターンが顕著

でなく、前脛骨筋と腓腹筋

に、やや拮抗的な放電がわ

ずかにみられる。

動作中、弱い持続放電が

上腕二頭筋と尺側手根屈筋

にみられる。また、下肢筋に

おいては、大腿直筋が弱い

持続放電を示し、前脛骨筋

が一定リズムで、かつ、同

じ強さの放電を示し、ｌｊ髄

筋は拮抗的に単発放電を現

わしている。
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Fig.１４左足あげ足首曲げ伸し (f）

上肢筋群では、上腕二頭筋にやや強めの、また、尺側手

根屈筋には弱い持統放電が現われている。さらに、わずか

ながら後者には、強弱のリズムを持った放電が認められる。

一方、被験足である支持足の下肢筋群には、前脛骨筋を除

いて弱い持続的放電がみられ、これらの筋にも強弱の放電

が現われている。
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上肢筋群においては､上腕三頭筋を除いて他の三筋に(ほ

ぼ同じ強さの）持続的放電が現われ、尺側手根屈筋と総指

伸筋には、強弱の放電が動作の前半において、ほぼ同期し

て現われている。下肢筋群においては、図１４と同様、前

脛骨筋を除いて、持続的かつ強弱放鬮を示すパターンがみ

られる。
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上肢筋群では、上腕三頭筋を除いて持続放電が現われ、

特に尺側手根屈筋は強弱リズムを持った放鬮を示してい

る。一万、下肢筋群においては、拮抗放電がみられ、

特に下腿筋の前脛骨筋と腓腹筋に明確で、大腿直筋が弱

い放電ながらも、前脛骨筋にほぼ同期して放電を示して

いる。
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上､下肢筋群とも比較的弱い放電を示し、しかも一定の

間隔でくり返えされている。この動作では、上腕二頭筋、

総指神筋、大腿直筋、大腿二頭筋、前脛骨筋が、ほぼ同

期して放電をし、これらの筋群に対して、尺側手根屈筋、

前脛骨筋が拮抗的に働き、上・下肢全体で一定リズムを

持った放電パターンを示している。

－７３－



琉球大学教育学部紀要第23集

（ 匙

！
．

1ｍＶ
2.5cm／ｓｅｃ

Ｍ・biceps・ｂｒａｃｈＲ

~Ｙ

１
１
〒
１
１
」
１
１
１
」
‐
１
１
Ｉ
Ｔ
Ｉ
」
Ｉ
Ｉ
Ｔ

Ｍ、tricepabrach・Ｒ肝－－－－ －－

Ｍ、ｆｌｅｘ・ｃａｒｐｉｕｌｎＲ－－

Ｍ・brachioradialisR－

Ｍ．ｒｅｃｔｕｓｆｅｍ･Ｒ

Ｍ・biceps・ｆｅｍＲ

Ｍ、ｔｉｂｉａＬａｎｔＲ

Ｍ・ｇａｓｔｒｏｃｎｅ・Ｒ

帥
←
》
こ

こ
‐
一
二

一・午｛｜Ｔｌ一
十
ｌ
で
一
一

■
』
孕
棹

．‐６斗←
‐
ル
ー
』

．
’
＆
■
・

■
ひ

２
６
▼
▲
四
○
□
勺

か
■
二
一
・
■

●
９
．
Ｏ
Ｌ
■

‐
・
‐
か
」

‐
‐
ｊ
ｐ

Ｓ
ｉ
０
ｐ

鑛讓篝篝lii議茸
Fig.１８片手（右）こねり

上肢筋群では、上腕二頭筋と織旨伸筋がほぼ同期的放

電を示し､それらの放電が弱くなったり、止んだりする時

点で、尺側手根屈筋が強く作用している。下肢筋では、

腓腹筋に、わずかに放電がみられるだけである。
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上肢筋群では､上腕二頭筋に動作中持続放電がみられる。

また、動作の前半では、尺側手根屈筋、総指伸筋力譜抗

的に作用し、後半になると、総指伸筋が比較的強い持続

放電を示すｂこの際、下肢筋の放電はほとんどみられな

い◎
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Fig.２０呼ぶ手（招き手）

上腕三頭筋を除いて､上腕二頭筋､尺側手根屈筋、総指

伸筋に持続的放電が現われている。ところが、尺側手根

屈筋と総指伸筋の放電が仕方が上腕二頭筋の放鬮と異な

り、アクセントをつけたような持続的放電を示している。

特に総指伸筋力頻著である。下肢筋については、前脛骨

筋と腓腹筋が主として不規則ながらも拮抗的に働いてい

る。
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上肢筋群では､上腕二頭筋に弱い持続放電があり､尺側

手根屈筋と総指伸筋には、動作中拮抗的放電がみられる。

一方、下肢筋群では、前脛骨筋の強い放電が瞬間起こり、

その後持続放鬮を示す６

7７



琉球大学教育学部紀要第23集

ｖ
》
ｉ

炮
一
汕
詐
ル
ト
汁
１
１
午
１
１
奇
Ｊ
Ｉ
Ｔ

2.5cwz／ｓｅＧ

Ｍ，biceps・ｂｒａｃｈＲ

■￣､←－－－１Ｖ．‐一一~v＝－－F－－－ｹ－－－T－－量､岸一一弓一再時好￣

Ｍ、triceps・bra，Ｒ－－－－－－－－－－－－－為－－－－

Ｍ，ｆｌｅｘ・ｃａｒｐｉｕｌｎＲ

Ｍ・brachiordialis・Ｒ

Ｍ・rectus・ｆｅｍＲ

Ｍ，biceps・ｆｅｍ・Ｒ－…

Ｌ
ｌ
Ｌ
ｌ
ｌ
Ｔ

Ｍ・ｔｉｂｉａＬａｎｔ・Ｒ

Ｍ・gastro・ｃｎｅ･Ｒ

Fｉｇ６２２糸をかける手

上腕二頭筋に弱い持続放電が現われ、尺側手根屈筋と

総指伸筋が交互に強い拮抗的放電を示している。下肢筋

群では、大腿直筋と大腿二頭筋が弱い持続放電を示し、

後者が比較的優位に働いている。
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尺側手根屈筋と総指伸筋が拮抗的に強く放電し、上腕

二頭筋は､動作中､弱い持続放電を示している｡一方、下

肢の前脛骨筋は持続放電をし、大腿直筋もわずかに強弱

のリズムを待って持続放電を現わし、尺側手根屈筋の放

電が止む時期に同期して、強のリズムを示している。
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上肢では、上腕二頭筋だけに弱い持続放電が現われて

いる。下肢筋群については、前脛骨筋にいくらか規則的

放電がみられ、他の三筋に比べ放電も強い。

－８０－



金城・花城：舞踊動作の表現リズムに関する研究

iii
1ｍＶ

2.5ＣＦＩ／ｓｅｃ

Ｍ・bicepsobrach・Ｒ

１
１
Ⅲ
》
１
１
１
‐
』
１
１
‐
１
１
‐
」
‐
‐
１
１
１
》
‐
‐
‐
‐
」
１
１
〒
１
－
一
‐
‐
》
‐

－－－－口P■nhHHF⑤－戸一口ヰーーロタｂ－－Ｆ－－ﾏーー

Ｍ，triceps・brach・ＲＦ－－－
一一一一一一

Ｍｆｌｅｘ、ｃａｒｐｉｕｌｎ、R

Mbrachioradialis、Ｒ

｜》

Ｍｒｅｃｔｕｓ・ｆｅｍ・Ｒ－－－－－．－．－

Ｍｏｂｉｃｅｐｓ・ｆｅｍＲ

Ｍｏｔｉｂｉａｌ・ａｎｔ・Ｒ

Ｍｇａｓｔｒｏ・ｃｎｅｏＲ ■.四ｍ■圧■

:HP■■■■■

Fig.２５両手前後振り（波動）

上､下肢筋群が同じリズムで放電をしている。上肢では、

上腕二頭筋と尺側手根屈筋が総指伸筋と拮抗的に放電を

し、下肢では、大腿直筋、大腿二頭筋、腓腹筋の三筋が

前脛骨筋と拮抗的に働いている。そして前者三筋の筋放

電は、上肢の総指伸筋と同期している。
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大腿直筋に対して大腿二頭筋と前脛骨筋の拮抗的放

電力鐇られる゜一方、上肢筋群は、ほとんど放電を示

してない。
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上肢筋では、上腕二頭筋および尺側手根屈筋に持続的放

電が現われている。下肢筋では、前脛骨筋が動作始めに強

い放電が現われ、大腿直筋がそれに同期して放電している。

その後、大腿二頭筋、前脛骨筋、腓腹筋に持続的放電が現

われている。
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Fig.２８右足あげ足首まげ伸し

上肢､下肢筋群共によく似た放電パターンを示している。

まず、上肢では、上腕二頭筋力勤作中、持続放電を示し

上腕三頭筋と総指伸筋に対して尺側手根屈筋が拮抗的に

強く働いている。一方、下肢では、大腿直筋が持続放電

を現わし、前脛骨筋と腓腹筋が拮抗作用をしている。さ

らに、上、下肢のそれぞれの伸展筋と屈曲筋が同期して

放電している。
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２琉球舞踊とインド舞踊動作のＥＭＧパターンの比

較

筋放鬮パターンを示している。すなわち、尺側手根屈筋

に対して、総指伸筋、大腿直筋、大腿二頭筋、Ｗ鮫筋等

力詰抗的放鬮を示している点である。また、両者を比較

すると、琉球舞踊動作では、手首と指を主とした柔かい

波動であるのに比べて、インド舞踊動作の方が、筋放隅

が強く現われていることから､咽手振り動作卿よ咄腕〃、

飢手首《咽指〃の強い前後振りで、はっきりした動きを

行なっていることがわかる。

（１）手のこれり動作について（図１－９，図18～１９）

琉球舞踊におけるH手のこれり動作〃（図１～19）をみ

ると、上肢筋群では、主に、上腕二頭筋と尺側手根屈筋

にやや強い放電が現われている。一方、インド舞踊（図

１８，１９）では、上記の二筋に加えて、総指伸筋の放国

)が琉球舞踊に比べて強く作用し、かつ、尺側手根屈筋と

拮抗的に放鬮している。また、上腕二頭筋は琉球舞踊よ

りインド舞踊において筋放電の持続がみられる。これは、

･後者の方が終始力を入れて咄手のとねり動作〃を行なって

いることが推察される。下肢筋群についてみると、琉球

舞踊における手のこれり動作は､Ｈ足拍子を打ったり〃､H足

を交差したり［提踏み"をしたり等の動作をともなって

いるために､主として、前脛骨筋と腓腹筋の拮抗的放鬮が

みられる。さらに、腓腹筋から前脛骨筋そして大腿二頭

筋さらに大腿直筋へと除々に伝わっていく放電パターン

を示していることが特徴としてとらえられる。また、イ

ンド舞踊における下肢筋群については、筋放電がほとん

ど現われていないのは、主として、上肢の動作（手振り）

が強調されて、足どり（下.肢動作）を伴わない動作であ

る結果とみることができよう。

（４）両足足裏ずらしまわりについて（図１６，２４）

下肢筋群についてみると、両者ともそれほど差異はな

く、前脛骨筋と腓腹筋力湘反的に働いている共通した動

作を行っているとみられる。上肢筋群では、動作写真で

もみられるように、両手の位置（ポーズ）力曇って行な

われているために、放鬮パターンが異なり、琉球舞踊で

は、上腕二頭筋と尺側手根屈筋に持続放電がみられる。

インド舞踊では、上腕二頭筋のみに放電が現われ

ている。

要するに､圦手のとねり動作"についてみると､琉球舞踊

では、手のこれり動作の際に、上腕二頭筋と尺側手根屈

筋を、主に働かせているのに対し、インド舞踊では、さ

らに、総指伸筋をも用いて動作されており、しかも､咽手

首の強いねじり動作〃を行なっていることが推察される。

琉球舞踊における「男動作」と「女動作」を比較して

みると、筋放電パターンでは、さほど相異はないが、放

電の強弱において多少差がみられ、男動作は女動作に比

して、強く、かつ、はっきりした動作を行っているとい

えよう。このことは、舞踊動作における男女の特性を示

す要因のひとつとしてみることができる。

（２）足首の曲げ伸しについて（図１２，２８）

琉球舞踊では､一定のリズムで前脛骨筋とI＃噸筋が拮抗

して放1通を示し、このことはインド舞踊においても同様

な結果がみられる。しかし、琉球舞踊動作では、腓腹筋

の放電が、前脛骨筋の放函休止中期で行なわれるのに対

して、インド舞踊動作では、前脛骨筋の休止直後に放電

が行なわれる。この点は､両者のⅢ足首の曲げ伸し動作〃

については､多少リズムが異っていると考えられる。さ

らに、大腿直筋では、両者とも持続放電がみられる所は

一致しているが、琉球舞踊動作においては、わずかなが

ら、下腿筋群のリズムと同様に強弱の放鬮を示している。

このことは、琉球舞踊動作では、下肢全体で動作を行っ

ているのに対し、インド舞踊動作では、主に、下腿部で

動作を遂行しているとみられよう。また、随伴した手の

動作についてみると、琉球舞踊では、弱い持続放電が上

腕二頭筋と尺側手根屈筋にみられ、インド舞踊では上腕

二頭筋の持続放電と、尺側手根屈筋と総掴申筋の強い拮

抗放電が現われ､帆手首を強く曲げ(申した動作ﾉﾘ>を行なっ

ていることがわかる。

要約

(1)上肢動作（手のこれり動作）における筋放電は、琉

球舞踊動作では、主として、上腕二頭筋と尺側手根屈筋

の二筋が使用され､イ:不舞踊動作では、上腕二頭筋と尺

側手根屈筋、さらに総指伸筋をも用いて動作が行なわれ

ている｡

晒手のとねり動作りと、Ｈ手首のねじり"と、帆指の曲げ〃

の強さの違いがあるとみられる。

(2)下腿動作（足拍子、足踏み､､足交差）における放電

は、琉球舞踊動作では、腓腹筋から前脛骨筋そして大腿

二頭筋さらに大腿直筋へと除々に伝わっていく筋放電パ

ターンを示し、足首～膝～体肢へと上下にバウンドしな

がら床を踏んでいく表現リズムの特徴を示しているとみ

ることができよう。インド舞踊uml作においても、琉球舞

(3)両手の波動動作(前後振り)について(図１７，１８）

両舞踊動作とも、上肢筋群および下肢筋群が類似した
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廟動作とやや類似した放鬮パターン傾向がみられるが、

前脛骨筋の放遮のしかたに多少差がみられる。すなわち、

琉El6舞踊､力作のvI規則的傾向〃に対して、不規則的傾向〃

としてとらえることができる。
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今後の課題

今回は、琉球舞踊とインド舞踊における男女で踊る作

品の中から、リズミカルな手振り、足どり動作を抽出し、

上肢下肢筋群の筋放電パターンについて検討し、舞踊動

作における表現リズムの諸傾向をみるための手がかりを

得る試みとして結果を報告した。今後は、各舞踊におけ

る典型的な動作を追究し、さらに、呼吸との関連性をみ

つつ、舞踊動作における表現リズムの特性について、検

討をすすめたい。

付配
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そして、実験にご協力下さった琉球大学保健学部生理学

教室の大柿哲郎氏に対し、紙上をもって厚くお礼申し上

げます。
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